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Abstract: To study the tree dwelling bat fauna, a mist net method was used. Myo"s iﾙ0717"ﾙ01ﾉﾉ

/Me71sis was noted at Mt. Gal･yu fol･ the first time and Myo"s j)"Z"osljs was noted on Mt. Hil･otaka.
Individuals of I/@SPef""o s"9m7@s in Hiroshima were also noted fol･ the third time On Mt. Gal-yu,

P"is"℃"〃s e"oi appeared in the higher part while M "0717"""jハ帆el@sis were found in the lower
part・A habitat segregation by elevation was found between these two species・On the other hand,

M "o"""otﾉ』ん吸27@sis and M '""10sMs were segregated by mountain ranges.
◎2002 Geihoku-cho Board of Education. All rights reserved.

従来は小型コウモリ類のうち森林に生息するものを森林性コウモリと呼んでいたが，前田
(1996)は森林に生息し樹洞を昼間のねく、らに利用するコウモリ類は，樹洞性コウモリと呼ぶの

がふさわしいと提案している．そこで，本報告でも森林性のコウモリを樹洞性コウモリと呼ぶこ
とにする．これまで樹洞性コウモリの調査は東北地方（向山1990) Jig,中部地方，近畿地方，
四国，九州などについては調査されているが（前田2001)，中国地方についてはほとんど調査さ
れていない．
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図 1 調 査 地の概略図

そこで筆者らは中国地方のうち比較的自然林が残されている西中国山地について，コウモリ相
を明らかにするために本調査に取り組んだ．西中国山地における樹洞性コウモリに関する報告は，
春山ら（1959）が最初であろうこれは樽床ダム建設のための学術調査で，三段峡と八'幡高原を
調査地域としたものである．そのなかで，樹洞性コウモリとしてニホンヤマコウモリノYyc""s
I(zsiOi)te"jsα抑aj0''が記録されているが，標本が現存せず，その詳細は不明である．また，上野ら
(1996)は広島県芸北町の哺乳類について報告し，樹洞性コウモリとしてモリアブラコウモリ
P"is"杉""s e"0j,テングコウモリハ伽""" le"cOgaste73 コテングコウモリM "ss""e"sisを記録し
ている．

広島県西部から北西部にかけては吉和冠山(1,339m) ,広高山(1,271m) ,恐羅漢山(1 , 346.4m) ,

臥竜山(1,223.4m) ,掛頭山(1 ,126.1m) ,天狗石山(1,191.8m) ,阿佐山(1 ,218.2m)など
の1,000m級の山々が連なり，西中国山地を形成している（図1).それらのうち臥竜山と広高山
を調査地に選定した.調査地のひとつである臥竜山(西中国山地, 132｡10' E, 34｡41. N, 1,223.4m)
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- 8 6 -

ノ

1
ノ

r
一

一 、 O

山 口
ｰ ､ 士

グ

ー

″
Ⅱ

巴

国

Ｕ

Ｑ

、

、

Ｄ

Ｄ

″
ｇ

▲

■

・

巳

二

、



は広島県北西部に位置している（図1，図版1 -B)．標高約1 ,100m以上はブナFtzgzzs c7@""αの
成熟林であり，それ以下はブナが優占種で，他にミズナラQ"87℃秘S "107“"c(z var. g7Ossese"tz",
トチノキA es""郡s"γb伽α虹，サワグルミP#emc"yαγﾉ20晩"α，イタヤカエデA cg7' 7"0抑などから
なる夏緑広葉樹林帯である．もうひとつの調査地である広高山（西中国山地132｡4' E, 34｡29'
N, 1,271m)は広島県西部に位置している（図1,図版2 -B).ここも標高約1,100m以上はブ
ナ帯であり，それ以下はトチノキ，サワグルミ，カツラCc"id〃剛""" /"07Mc""などからなる
夏緑広葉樹林帯である．

コウモリの捕獲はカスミ網（24メッシュ）を用いて行った．コウモリが採食のために飛翔する
と思われる林道を遮るようにカスミ網を張って待機した．この際，バット・ディテクター
(Ultra Sound Advice Mini-2)を用いてコウモリの通過を確認した．捕獲された個体については
性・年齢や繁殖状態を調べ，デジタルスケール(Tanita l476,最小目盛0. 19)で体重を量り，
ノギス(Mitutoyo DIGPA,最小目盛0. 1m)で外部形態を測定した後，写真撮影して放獣した．
なお，外部測定は生体で測定した．

カスミ網による調査の結果確認されたヒナコウモリ科に属するコウモリについて以下に記述す
る．なお，学名および配列はYoshiyuki (1989)によった．

フジホオヒゲコウモリ Myo"s /Me"sis lmaizumi, 1954
採集地：広島県山県郡芸北町臥竜山 標高: 850m
採集年月日：2001年8月4日 天候：晴れ
調査者：上野吉雄，小柴正記，田邊 学，木坂哲也，村田耕一郎
測定値：メス成獣前腕長35.2mm 体重5.39 耳長10 . 0mm 脛骨長15.9mm後足長7. 1mm
第1指長5.9mm  (図版1 -C,  D)

測定値：オス幼獣前腕長34. 1mm 体重4.79 耳長10. 2mm 脛骨長15 . 6mm 後足長6.7mm
第1指長6. 1mm

臥竜山山麓の標高850 mの地点で2個体のフジホオヒゲコウモリを採集したこれは中国地方
で初めての記録である．採集地点の植生は，高木層にミズナラ，クリC"""" c"7"",ウワミ
ズザクラPγ'"1"S g7tly""などが見られ，低木層にオオカメノキI/i 6""伽""ん"α脚""'ハイイヌガ
ヤC"alotα"〃s """71g#0"" v ar.伽α"q,タンナサワフタギSy'"Jocos co"""などが見られるブナ帯
下部の夏緑広葉樹林である（図版1 -A).
捕獲時刻はそれぞれ20時30分と23時30分であった．この地点はバット・デイテクター(50kHz)

調 査 方 法

調 査 結 果

- 8 7 -



によりホオヒゲコウモリ類の飛翔が頻繁に確認された

クロホオヒゲコウモリ M ""7@os"s Yoshiyuki, 1971
採集地：広島県佐伯郡吉和村広高山山麓標高: 850m
採集年月日: 2001年8月1日天候：曇り
調査者：上野吉雄，畑瀬 淳，船越公威，寺山美穂子，島津幸枝
測定値：オス幼獣前腕長30.8m''' 体重3.59耳長10. 3mm 頭胴長40.0,nn1尾長34 . 5mm,
脛骨長14. 1mm 後足長8.3mm 第1指長6.2mm    (図版1-E, F)

採集地：広島県佐伯郡吉和村広高山山麓標高: 750m
採集年月日：2001年8月18日 天候：晴れ
調査者：上野吉雄，小柴正記
測定値：オス成獣前腕長32 . 8mm 体重3.59

広高山山麓の標高850 mおよび750 mの2地点で2個体のクロホオヒゲコウモリを採集した．こ
れは中国地方で初めての記録である．採集地点はいずれも渓流沿いで，植生は高木層にスギ
CM)#0ｻ"e"(z j"0'"",トチノキ，サワグルミ，カツラなどが見られ，低木層にオオバアサガラ
Pte"s"'" "sl〃α，ナガバモミジイチゴR仰I)"s "j畑α"S"ヤマアジサイIM'twg" se"邨如 など
が見られるブナ帯下部の夏緑広葉樹林である（図版2 -A).
捕獲時刻はそれぞれ22時10分と23時30分である．標高750 mの地点はバット・デイテクター
(50kHz)によりホオヒゲコウモリ類の飛翔が頻繁に確認された．

モリアブラコウモリ P"s加"伽s e"0j lmaizumi,  1959
採集地：広島県山県郡芸北町臥竜山標高: 1,080m
採集年月日：2001年7月28日 天候：晴れ
調査者：上野吉雄，小柴正記
測定値：オス成獣前腕長31 . 1nlIn体重5.39  (図版2-D, E)

採集地：広島県山県郡芸北町臥竜山 標高
採集年月日：2001年8月15日 天候：晴れ
調査者：上野吉雄，河津 功，日比野政彦
測定値：メス成獣（妊娠） 前腕長33 . 5mm

1，130 m

体重9.09  (図版2 -F)

臥竜山の標高1,080mおよび1,130mの2地点でモリアブラコウモリを採集した．採集地点の植
生はいずれも高木層にブナ，トチノキ，イタヤカエデなどが見られ，低木層にクロモジL伽dg7n
""I)e"α"，オオカメノキ，タンナサワフタギなどが見られるブナ帯の落葉広葉樹林である（図版
2 -C).
捕獲時刻はオス成獣が22時50分，メス成獣が21時である．両地点ともバット・デイテクター
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(50kHz)および目視によりモリアブラコウモリの飛翔が頻繁に確認された

ヒナコウモリ I/@Speγ""0 s"""@s s"""1s Tholnas, 1898
採集地：広島県山県郡芸北町臥竜山標高: 1,000m
採集年月日：1999年8月16日 天候：晴れ
採集者：日比野政彦

測定値：メス成獣 前腕長49 . 5mm 体重21.19  (図版3-B, C)

臥竜山の標高1,000mの地点でヒナコウモリを採集した．これは鳥類標識調査のカスミ網にか
かったものであり，広島県内で3頭めの記録である．採集地の植生は高木層にブナ，ミズナラ，
トチノキなどが見られ，低木層にクロモジ，オオカメノキなどが見られるブナ帯の落葉広葉樹林
である（図版3 -A).捕獲時間は5時30分である．

ニホンコテングコウモリMM伽as"〃α"c(z Yoshiyuki, 1983
採集地：広島県山県郡芸北町臥竜山標高: 850m
採集年月日：2001年7月22日 天候：晴れ
調査者：上野吉雄，向山満，吉行瑞子，薄木奈津子，寺山美穂子，島津幸枝
測定値：メス成獣 前腕長31 .4mm 体重6.89  (図版3 -D)

臥竜山の標高850mmの地点でニホンコテングコウモリを採集した．この地点はフジホオヒゲコ
ウモリを採集したのと同一地点である．捕獲時刻は20時である．

採集地：広島県佐伯郡吉和村広高山山麓標高: 850m
採集年月日：2001年8月1日 天候：曇り
調査者：上野吉雄，畑瀬淳，船越公威，寺山美穂子，島津幸枝
測定値：オス幼獣前腕長30. 1mm 体重5.09 頭胴長46n,m 尾長31mm 脛骨長15. 2mm
後足長8.5mm 第1指長8.7mm (図版3 -E)

広高山の標高850 mの地点で1個体のニホンコテングコウモリを採集した．この地点はクロホ
オヒゲコウモリを採集したのと同一地点である．捕狸時刻は22時10分である．

フジホオヒゲコウモリは1954年に新種記載された種であり(Imaizumi l954) ,これまでに本州
北部と中部から記録されていたが(Yoshiyuki l989) ,今回の調査により中国地方で初めて確認
された．

フジホオヒゲコウモリについて，前田（1996）はヒメホオヒゲコウモリMyo"sﾉﾙ01""""i Ognev,
1912の同物異名としているが，著者の一人吉行は調べた限り，両者は別種と確信している

察考
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(Yoshiyuki l989) .

クロホオヒゲコウモリは1971年に新種記載された種であり(Yoshiyuki l971) ,これまでに中
国地方を除く本州および四国から記録されていたが（前田2001)，今回の調査により中国地方で
初めて確認された．
フジホオヒゲコウモリは芸北町臥竜山で確認され，クロホオヒゲコウモリは約25 km離れた吉和
村広高山山麓で確認された 臥竜山ではクロホオヒゲコウモリは確認されず，逆に広高山ではフ
ジホオヒゲコウモリが確認されなかった．西中国山地においては両種は山系によりすみ分けてい
ると推測される．一方，前田(2001)によれば，ヒメホオヒゲコウモリは夏緑広葉樹林帯の標高
の高いところで採集され，クロホオヒゲコウモリはそれよりも標高の低いところで採集されるこ
とが多く，両種は隠れ家や餌をめぐって競合し，標高によりすみ分けていると考えている．
モリアブラコウモリは1959年に新種記載された種であり(Imaizumi l959) ,これまでに中国地
方を除く本州，および四国から記録されていた．芸北町自然学術調査により, 1992年に中国地方
で初めて確認され，今回の調査でも再確認された．
臥竜山においては標高1,000m以上の地点ではモリアブラコウモリが確認されるが，フジホオ
ヒゲコウモリは確認されなかった．逆に標高850 mの地点ではフジホオヒゲコウモリが確認され
るが，モリアブラコウモリは確認されなかった．臥竜山では標高の高いところにはモリアブラコ
ウモリが，標高の低いところにはフジホオヒゲコウモリが生息し，標高によりすみ分けているよ
うである．
臥竜山の標高1 ,130mの地点で200 1年8月15日に採集したメス成獣は妊娠しており，モリアブ
ラコウモリとしては遅い妊娠の記録であると思われる．

臥竜山において1999年8月17日に記録されたヒナコウモリは広島県内において，ブナ帯からは
初めて記録されたものである．それまでの本種の広島県内の記録は，1993年12月と1998年1月に
いずれも佐伯郡宮島町の照葉樹林帯において冬季に確認されたものである（広島哺乳類談話会
2000)．臥竜山ではメス成獣が夏季に採集され,繁殖の可能性があるので今後の調査が期待される
ニホンコテングコウモリは臥竜山において標高850 mおよび1,180mの地点でも確認され，広高
山でも標高850 mおよび1,100mの地点でも確認された．本種は地上1m以下の低い位置で捕獲さ
れることが多く，採食もそのような場所で行っていると考えられる．これに対してモリアブラコ
ウモリ，フジホオヒゲコウモリ，クロホオヒゲコウモリなどは地上2m以上の高い位置で捕獲さ
れることが多く，採食もニホンコテングコウモリより高い位置で行っていると考えられる．した
がって，ニホンコテングコウモリと他の3種のコウモリは同一地点で採食空間を違えることに
よって共存していると思われる．

本調査を行うにあたり，鹿児島国際大学の船越公威教授，観音高等学校の内藤順一先生，修道
学園の寺山美穂子先生，広島県衛生研究所の島津幸枝氏，株式会社マツダの森口龍人氏，広島市
水道局の田邊学氏，木坂哲也氏，村田耕一郎氏の方々には調査等にご協力いただいた．また，
調査に際して環境省から学術捕獲許可証（平成13年度419号）の交付の便宜をはかっていただい

辞謝

- 9 ( ） 一



た山陽四国地区自然保護事務所高知支所の諸氏にこの場を借りて厚くお礼申し上げる．

西中国山地の樹洞性コウモリ相を解明する目的で，広島県山県郡芸北町臥竜山および佐伯郡
吉和村広高山においてカスミ網による捕獲調査を実施した．
中国地方ではじめて臥竜山においてフジホオヒゲコウモリを，広高山においてクロホオヒゲ
コウモリを確認した．
臥竜山において広島県内のブナ帯で初めてヒナコウモリを確認した．
臥竜山においては標高の高い地点にはモリアブラコウモリが生息し，標高の低い地点にはフ
ジホオヒゲコウモリが生息し，両種は標高によりすみ分けていることが示唆された．
臥竜山にはフジホオヒゲコウモリが生息し，広高山にはクロホオヒゲコウモリが生息し，両
種は山系によりすみ分けていることが示唆された．
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図 版 1

A :フジホオヒゲコウモリの捕獲地点

B :フジホオヒゲコウモリの生息環境

C:フジホオヒゲコウモリ（メス成獣）

D:フジホオヒゲコウモリ（メス成獣）
E:クロホオヒゲコウモリ（オス幼獣）
F:クロホオヒゲコウモリ（オス幼獣）

山県郡芸北町臥竜山

山県郡芸北町臥竜山

山県郡芸北町臥竜山

山県郡芸北町臥竜山
佐伯郡吉和村広高山

佐伯郡吉和村広高山

200 1年8月

200 1年8月

200 1年8月

200 1年8月

200 1年8月

2001年8月
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図 版 2
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A :クロホオヒゲコウモリの捕獲地点

B:クロホオヒゲコウモリの生息環境
C:モリアブラコウモリの捕獲地点

D:モリアブラコウモリ（オス成獣）

E:モリアブラコウモリ（オス成獣）
F:モリアブラコウモリ（メス成獣）

佐伯郡吉和村広高山

佐伯郡吉和村広高山

山県郡芸北町臥竜山

山県郡芸北町臥竜山

山県郡芸北町臥竜山

山県郡芸北町臥竜山

200 1年8月

2001年8月
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200 1年7月28日

200 1年7月28日

2001年8月15日
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図 版 3

ヒナコウモリの捕狸地点

ヒナコウモリ（メス成獣）

ヒナコウモリ（メス成獣）
コテングコウモリ（メス成獣）

コテングコウモリ（オス幼獣）

山県郡芸北町臥竜山

山県郡芸北町臥竜山

山県郡芸北町臥竜山

山県郡芸北町臥竜山

佐伯郡吉和村広高山

1 999年8月16日

1 999年8月16日
1999年8月16日

2001年7月22日

200 1年8月1日
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